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米国金融政策（2021年12月）
量的金融緩和の縮小加速を決定
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2021年12月16日

量的金融緩和は来年3月に終了の見込み

12月14・15日（現地）に開催されたFOMC（米国連邦公開市場委員会）では、政策金利であるFF

（フェデラル・ファンド）レートの誘導目標レンジを0～0.25％で据え置く一方、量的金融緩和である国

債とMBS（住宅ローン担保証券）の買入れについては、今後、減額ペースを速めると決定しました。

FRB（米国連邦準備制度理事会）は11月のFOMCで国債とMBSの月間の買入れ額を、それまでの国債

800億米ドル、MBS400億米ドルから、毎月国債を100億米ドル、MBSを50億米ドルずつ減額していくと

決定していました。そのペースで減額すると、来年6月に量的金融緩和が終了する見込みでした。今回の

FOMCでは、毎月の減額幅を国債200億米ドル、MBS100億米ドルに拡大すると決定しました。このペー

スで減額すると、量的金融緩和の終了は来年3月に早まると見込まれます。

また、3カ月ごとに発表されるFOMC参加者のFFレート見通しでは、来年3回の利上げ（利上げ幅を1回

0.25％とした場合）を予想する参加者が多くなりました。9月FOMC時点では、1～2回の利上げ予想と据

え置き予想が半々でしたので、この3カ月でかなり情勢が変化したことがうかがわれます。ただし、市場

の織り込みも進んでいたため、FOMC後の市場の反応は比較的落ち着いていました。特に株式市場では、

おおむね市場参加者の予想の範囲内であったFOMCの結果を、当面の不透明要因の解消と積極的に解釈し

た模様で、FOMC終了後に上昇しました。

（出所）ブルームバーグ

※FFレートは誘導目標レンジの中心値を表示

（2020年12月初～2021年12月15日）

米国の政策金利と国債利回り
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